
【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

 

県立越ケ谷高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 定時制 学科 普通科 
R5.5.1 

生徒数 

(男) ７１

(女) ４３ 
計１１４ 

アクセス 東武スカイツリーライン「越谷駅」より徒歩 15 分、「北越谷駅」より徒歩 15 分 

＜目指す学校像＞ 

基礎学力を身につけ、社会で主体的かつ前向きに生きることのできる人材の育成 

＜教育課程等＞※１ 

○社会で活躍するために必要な知識やマナーを４年間で身につけます。 

○働きながら学べる学校として、平日の夕方５時２０分から８時５５分に４時間の授業を行っています。 

○基礎基本が身に付けられるように教育課程を編成しています。また、基礎学力の定着を図るため、習熟

度別授業を実施しています。（英語） 

○学習サポーターと多文化共生推進員日本語指導を配置し、生徒一人ひとりに対して、手厚い指導を行っ

ています。 

○全員給食となっており、栄養バランスの取れた温かい食事を提供しています。 

＜本校が求める生徒＞※２ 

○越ヶ谷高校で充実した高校生活を送りたい生徒 

○働きながら学び、仕事と学校の両立を目指す生徒 

○自分の将来を考え、自己実現のための努力を惜しまない生徒 

＜学校行事＞ 

○体育祭（５月）学年を越えたチーム対抗で競技し、大変盛り上がります。 

○文化祭（１０月）生徒会行事で、クラスの協力や有志団体の参加で生徒間の絆を深めています。 

○遠足（１１月）東京ディズニーリゾート、遊園地等へ行き、クラスでの交友を深めます。 

○芸術鑑賞会（９月）ジャズ、ダンス、パフォーマンス、殺陣、古典芸能などを鑑賞するだけでなく、

生徒自身も参加しています。 

＜部活動＞ 

○バドミントン部は、日頃の熱心な練習の成果を発揮し、埼玉県代表チームに選ばれた生徒が、令和３年

度の全国大会に出場しました。また、令和４年度には、県２位で全国大会に出場しました。 

○バスケットボール部、テニス部、野球部、サッカー部があり、いずれの部も現在熱心に活動しています。 

○軽音楽部とぶんか部は、文化祭などで日頃の練習や活動の成果を発表し、学校行事を大いに盛り上げて

います。 

＜家庭・地域との連携＞ 

○１・２学期に三者面談を実施し、学校と家庭の情報交換を行っています。 

○後援会総会、学校評価懇話会を開き、学校と家庭の連携を図っています。 

○彩の国教育週間の学校公開（１１月）、入試前の学校説明会（１、２月）を実施し、授業を公開します。 

○文化祭（10/28）を一般公開します。（予定） 

進

路 

R5.3 

卒業生 
四大 ４人 短大 ０人 専門 ４人 就職 １５人 

傾向 

○正社員またはアルバイトとして働きながら学ぶことを奨励しています。 

○働きながら学んでいる生徒が多く、実際の仕事の現場を経験していることが強みで、希

望の就職を実現させています。 

○アルバイト先で仕事ぶりを認められ、卒業後に正社員となる生徒もいます。 

 



１年生終了時の姿
学習 基礎基本からの学び直し
進路 自己を知る
生活 高校生活に慣れる

２年生終了時の姿
学習 基礎学力の定着
進路 在り方生き方を学ぶ
生活 仕事と学校の両立

３年生終了時の姿
学習 基礎学力を確かなものにする
進路 職業を知る
生活 学校行事の中心となる

４年生終了時（卒業時）の姿
学習 基礎学力の充実
進路 進路の決定
生活 社会に主体的に対応できる能力を身に付ける

１年次の育成方針

学習 学習歴に応じた指導、学習サポーター
進路 進路実現プログラム、適性検査スタート
生活 校内支援、多文化共生推進

２年次の育成方針

学習 個々の学力に応じた指導
進路 卒業生進路講演会、適性検査CUBIC
生活 アルバイト相談、カウンセリング

４年次の育成方針

学習 進学補講、一般常識指導
進路 進路の手引活用、進路相談、就活指導
生活 人権教育、道徳教育、ＳＳＴ

３年次の育成方針

学習 進路を意識した学習指導
進路 事業所研究、職場見学、適性検査ｸﾚﾍﾟﾘﾝ
生活 生徒会行事指導（文化祭など）


